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高山西ロータリークラブ 

例会報告 
第２６３０地区 岐阜県 濃飛分区  創立１９６６年１月１５日 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０ ●会 長 折茂 謙一 

●例会場 高山市花里町 3-33-3 TEL 34-3988 ●幹 事 米澤 久二 

     大垣共立銀行 高山支店 ４Ｆ ●会報委員長  脇本 敏雄  

                               

 

   奉 仕 を 通 じ て 平 和 を 

「夏終わる夕焼け」    蜘手 康介

高山３クラブ合同ガバナー公式訪問例会

高山３ＲＣ合同ガバナー公式訪問例会 
９月１４日(金)１２：３０～ 高山グリーンホテル 

 

＜プログラム＞ 

司会進行 高山ＲＣ幹事  米澤 久二 

点 鐘                高山西ＲＣ会長           折田 謙一 

ロータリーソング       奉仕の理想 

ゲストの紹介          高山西ＲＣ会長           折茂 謙一 

 国際ロータリー第 2630 地区 ガバナー            村橋   元  様 

 国際ロータリー第 2630 地区 幹事               宮田  松秋 様 

 国際ロータリー第 2630 地区 濃飛グループガバナー補佐   上野田 隆平 様 

地区役員の紹介         高山西ＲＣ会長     折茂 謙一 

 国際ロータリー第 2630 地区  研修委員長           桑月  心 様 

国際ロータリー第 2630 地区新世代部門青少年育成小委員会長    永家 将嗣 様 

国際ロータリー第 2630 地区  広報・情報・ＣＬＰ委員   伊藤 松寿 様

国際ロータリー第 2630 地区  社会・環境保全奉仕委員    新谷 尚樹 様 

 国際ロータリー第 2630 地区  新世代部門インターアクト小委員会委員    河渡 正暁 様 

食 事 

会長の時間               高山西ＲＣ会長        折茂 謙一 

出席報告                 各クラプ出席委員長 

ニコニコボックス        高山西ＲＣニコニコ委員 

歓迎の挨拶               高山中央ＲＣ会長       足立 常孝  

ガバナー紹介             上野田 隆平ガバナー補佐 

ガバナー卓話 

謝 辞                   高山ＲＣ会長           角竹 邦雄  

点 鐘                   高山西ＲＣ会長         折茂 謙一 

写真撮影              ３ＲＣ合同 

 

＜会長の時間＞ 

本日は高山３ＲＣ合

同のガバナー公式訪問

例会を開催する事がで

き、大変光栄に存じます｡

ガバナー村橋元さまは

じめ地区の役員の皆様のご臨席を賜り心より感謝申し上げます。 

来年、伊勢神宮では社殿を２０年毎に造り替える式年遷宮が執り

行われます。遷宮とは新しいお宮を作って大御神にお遷り願うこと

で、式年とは定められた年を意味します。神宮には内宮、外宮とも

それぞれ東と西に同じ広さの敷地があり、内外両宮の正宮の正殿 

をはじめとする別宮以下の諸神社の正殿を造替して神座を遷し、宝

殿、外幣殿、鳥居、お垣、御饌殿など計６５棟の殿舎といった全神

殿を造替します。また約８００種１６００点の御装束、神宝が古式

により新しく作られ、殿内に納められます。古代のままにその時代

の最高の刀工、金工、漆工，織工など美術工芸家によって調製され

てきました。 

 式年遷宮の制度は今から約１３００年前の飛鳥時代の天武天皇

が定め、次の第４１代持続天皇４年『６９０年』に第一回目の遷宮

が行われました。その後戦国時代の１ ２ ０年以上に及ぶ中断や幾

度かの延期などがありましたが、２０年に一度繰り返されてきまし

た。平成１７年から第６２回式年遷宮の各行事が進行中であり、平

成２５年『２０１３年』には正遷宮が予定されています。 

 第６２回式年遷宮の経費については伝統技術の継承、育成にかか

る諸経費を含め約５５０億と試算されています。遷宮に必要な檜の

総材積は納８５００立方米です。直径１メートルの樹齢４００年以

上の巨木も用いられます。時代が進むにつれ、次第に檜の良材を調

遠することが困難になってきたため、神宮では大正時代の終わりか

ら両宮の宮城林で２００年後の用材の確保を目標に檜の育成をし

ています。屋根に葺く萱「約２万３千束」も神宮の萱山で１０年が

かりで集められています。式年遷宮が何故２０年に一度なのか、そ

の理由はいろいろありますが定説はありません。２０年というのは

一つの区切りである、技術を伝承するためには合理的な年数である、

素木造の神宮の社殿の尊厳を保つために、あるいは中国の暦学から

伝わったという説などいろいろあります。 

 建物の朽損がないのに造り替えるには多大な奉仕の精神が必要 



例 会 報 告  

奉 仕 を 通 じ て 平 和 を 

です。時代の流れや環境の変化とかかわりなく同じ形の社殿を２０

年毎に造り替えることにより、神宮が新しく生まれ変わりその時代

にふさわしい意義と平和のシンボルとして永遠の輝きを発揮する

のだと思います。 

 いづれにしても２０年に一度の式年遷宮は日本独自のものであ

りすごい発想だと思います。 

 蛇足ですが本日のお話には RI 会長､ガバナーの本年度のテーマ

を言外に含めたつもりです。 

 

＜出席報告＞ 

高山ＲＣ   会員数41名 欠席者   8名 出席率80.42 ％ 

高山西ＲＣ  会員数50名 欠席者 10名 出席率80.00 ％ 

高山中央ＲＣ 会員数51名 欠席者  6名 出席率88.24 ％ 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞   高山西ＲＣニコニコボックス委員   

国際ロータリー第 2630 地区  ガバナー       村橋   元 様 

国際ロータリー第 2630 地区  幹事         宮田 松秋 様 

高山３クラブの皆様、こんにちは。本日はどうぞよろしくお願い 

致します。 

国際ロータリー第 2630 地区 濃飛グループガバナー補佐   上野田 隆平 様 

ガバナー公式訪問に伺いました。本日はよろしくお願い致します。 

高山ＲＣ会長    角竹 邦雄 様 

高山西ＲＣ会長   折茂 謙一 様 

高山中央ＲＣ会長   足立  常孝 様 

ガバナー 村橋様、地区幹事 宮田様、濃飛グループガバナー補佐 

上野田様のご来訪を歓迎いたします。本日は宜しくご指導のほどお

願い申し上げます。 

 

＜歓迎の挨拶＞  

高山中央ＲＣ会長   

足立  常孝  

村橋ガバナーには、四季の移

りかわりが鮮明で自然豊かな飛

騨高山の地に、ようこそお越し

下さいました。心より歓迎申し上げます。 

また、上野田隆平ガバナー補佐ならびに、地区役員の皆様にもご臨

席賜り厚くお礼申し上げます。 

本年度、田中作次ＲＩ会長は、日本人として３０年ぶり、３人目

のＲＩ会長です。「奉仕を通じて平和を」をテーマに、ロータリー

をより良い方向に導こうとされています。 

村橋ガバナーは、田中ＲＩ会長の方針をよく理解され「不易流行」

を地区方針として、不変で大切に守っていくものと、時代と共にか

えていかなければものをより鮮明にし、誠実な職業倫理のもとビジ

ネス交流の拡大を進め元気なクラブを作って行こうとなさってい

ます。 

村橋ガバナーには、本日も含め引き続きのご指導とご鞭撻を賜りま

すようお願い申し上げます。併せて益々のご健勝と第２６３０地区

の発展を祈念して、意は尽くしませんが歓迎の挨拶とさせて頂きま

す。 

＜ガバナー紹介＞  

濃飛分区ガバナー補佐 

  上野田 隆平 様 

村橋ガバナーのご紹介

をさせていただきます。ロ

ータリー暦については既

に皆さんご存知の事と思いますが、２６歳の時に測量会社を創業さ

れまして、現在では東海地区有数の測量会社へと成長させていらっ

しゃいます。創業時の会社の標語に｢不易流行｣があったそうで、筋

金入りの「不易流行」でございます。 

企業人の立場として、ロータリーをいかに改革するかという事で、

今年度大変な情熱をかけられていらっしゃいます。この後卓話を頂

きますが、皆様にはぜひその意を汲み取っていただきたいと思って

おります。本日はよろしくお願いいたします。 

 

＜ガバナー卓話＞  ガバナー  村橋 元 様 
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＜謝  辞＞   
高山ＲＣ会長  角竹 邦雄  

村橋ガバナー、宮田地区幹事様

には、昨夜から本日の３クラブ合

同公式訪問と、大変お忙しい中、

また、遠路を有難うございました。 

 ガバナーにお会いするのは５回

目だと思いますが、昼と言わず、

夜と言わず大変活動的に行動されておられる様子を短い時間では

ございましたが、感じることができました。 

 会長・幹事懇談会では、的確なアドバイスをいただき、また、例

会での卓話では大変わかりやすくロータリーに対する改革の大切 

さをお話しいただき、心強く思いました。 

 今後、悩み、また、迷いのある時、是非相談に乗っていただきた

いと思います。 本日はどうも有り難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年に入って写真の整理を始めました。子供が小さい時は別

ですが、他は２７年前ロータリーに入会してからの写真が圧倒

的に多いのです。まず入会の年、久金ガバナーを中心に４８名

の写真で、皆さん若く高山の経済をその道で背負っておみえの

方々ばかりです。今も現役は１１名です。入会後３年間は地区

の行事に全て出席せよ、すればロータリ―とは何かが解って来

る等、多くの先輩に教えられました。ロータリーは質と量だと

荒川さん。私は初回推薦から２年後の入会と知りました。会員

増強にも時間が掛けられていました。時に入会後数回の出席で

辞める方がみえます。数は力かもしれませんが質が置き去りに

なれば誰もが入れる西クラブになってしまいます。楽しい例

会、魅力あるクラブになる為には「ロータリー殺すに刃物は要

らぬ前年通りにやればよい」随分前に聞かされた言葉です。西

クラブがこの言葉と関係の無いクラブになる為に、一度みんな

で考える事も必要ではないだろうか。 

一期一会           菱川 正臣
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